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一
年
で

一
番
寒

い
月
は
、
何
月

だ
と
思

い
ま
す
か
。

気
象
庁

に
よ
る
と
、
全
国

の
―

５
４
地
点

の
魏
象
官
署

の
う
ち
約

半
数

の
７５
地
点
で
、
十
月

に
最
仏

気
温
を
記
録
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

，こ

ｒ

一

．

ヨヨ5ヨ宙ltr 〔:

平
成
６
年
か
ら
１２
年

の
湯
沢
町
役
場

の
観
測
で
は
、
最
低
気

温
を
記
録
し
た
月
は
、
十
月
３
回
、
２
月
２
回
、
３
月
２
回
で
、

ど
の
月
が

一
番
と
は
決
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
最
低
気
温
の

平
均
値
が
最
も
仏

い
月
を
み
る
と
、
２
月
が
４
回
、
十
月
が
３
回

で
す

の
で
、
湯
沢
が

一
番
寒

い
月
は
２
月
と
い
う

こ
と
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
こ
の
冬
は
―
月
に
ま
と
ま

っ
た
降
雪
が
あ
り
ま
し
た
。

除
雪
車
は

フ
ル
稼
働
、
大
人
は
逹

日
の
除
ヨ
で
く
た
び
れ
る

一

方
、
子
ど
も
た
ち
は
雪
が
降
ろ
う
が
、
寒
か
ろ
う
が
え
気

い
っ
ぱ

い
に
遊
ん
で

い
ま
す
。
で
も
、
ヨ
と
た
わ
む
れ
て

い
る
子
ど
も
た

ち
は
車

に
注
意
が
向
き
ま
せ
ん
。
績
雪
で
狭
く
な

っ
て

い
る
道

路
は
非
常

に
危
険
で
す
し
、
道
路
に
た
ま

っ
た
水
を
車

に
浴
び

せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
十
分
ス

ピ
ー
ド
を
落
と
し
て
走
行
し
て
だ
さ

い
。
子
ど
も
た
ち
や
歩
行

者
、
除
雪
を
し
て
い
る
人
に
優
し

い
運
転
を
お
願

い
し
ま
す
。
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ダ
ム
事
業
の
継
続
決
ま
る

昨
年
８
月
か
ら
の
与
党
三
党
に

よ
る
公
共
事
業
の
抜
本
的
な
見
直

し
の
な
か
で
、
清
津
川
ダ
ム
が
新

聞
、
テ
レ
ビ
等
で
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

事
業
評
価
監
視
委
員
会
に
お
け

る
審
議
の
結
果
、
「実
施
計
画
調
査

を
継
続
す
る
こ
と
は
妥
当
で
あ

る
」
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
次
の
４
つ

の
意
見
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

①
信
濃
川
水
系
の
治
水
、
刹
水
、
素

境
面
の
課
題
の
検
討
を
含
め
、

ダ
ム
計
画
案
を
―
年
以
内
に
検

討
す
る
。
　
　
　
　
　
，

②
代
替
案
を
含
め
た
検
討
を

「専

門
委
員
会
」
を
設
置
し
て
十
年

以
内
に
取
り
ま
と
め
、
そ
の
結

果
を
報
告
す
る
。

③
新
規
利
水
の
需
要
が
減
少
し
た

こ
と
等
か
ら
現
行
の
ダ
ム
規
模

案
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
す

Ｚ
つ

。

と

B

④
史
好
な
自
然
環
境
条
件
等
に
配

慮
し
、
現
行
の
ダ
ム
サ
イ
ト
案

の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

Ｈ
月
２８
日
に
は
、
与
党
三
党
政

策
責
任
者
会
議
に
お
い
て
清
津
川

ダ
ム
事
業
は
継
続
と
な
り
ま
し
た
。

省
庁
再
編
後
の
国
土
交
通
省
比
陸

地
方
整
備
局
で
は
、
ダ
ム
計
画
を

―
年
以
内
に
取
り
ま
と
め
る
た
め
、

鋭
意
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

地
元
で
は

三
俣
地
域
の
う
ち
１
０
０
戸
の

住
民
で
組
織
さ
れ
た
清
津
川
ダ
ム

対
策
協
議
会
は
、
平
成
８
年
＝
月

に
国
と
新
潟
県
か
ら
提
示
さ
れ
た

生
活
再
建
計
画
及
び
地
域
整
備
計

画
の
両
素
案
に
つ
い
て
協
議
を
続

け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
９
年

十０
舟
に
は
、
実
施
計
画
調
査
を
全

面
的
に
覚
け
入
れ
て
い
ま
す
。
（た

だ
し
、
ダ
ム
建
設

へ
の
移
行
は
未

了
解
。
）

平
成
Ｈ
年
度
か
ら
は
、
水
無
、
外

の
川
、
み
つ
ま
た
高
原
、
湯
沢
市
街

地
な
ど
の
地
区
に
関
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

（意
見
交
換
会
）
を
１３
口
、

さ
ら
に
２
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

や
検
討
部
会
を
開
催́
し
て
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
活
動
に
よ
り
意
見

を
広
く
反
映
さ
せ
た
地
元
案
の
取

り
ま
と
め
作
業
を
続
け
て
お
り
、

平
成
１３
年
３
月
ま
で
に
町
を
通
じ

て
国
及
び
新
潟
県
に
口
答
書
を
提

出
す
る
予
定
で
す
。

町
で
は

湯
沢
町
議
会
は
、
平
成
Ｈ
年
十２

月
議
会
で
清
滓
川
ダ
ム
建
設
促
進

に
関
す
る
請
願
書
３
件
を
採
択
。

町
長
、
清
滓
川
ダ
ム
対
策
特
別
委

員
会
、
清
滓
川
ダ
ム
対
策
協
議
会

で
は
、
国
や
国
会
議
員
に
対
し
、
度

童
な
る
要
望
活
動
を
行

っ
て
き
ま

し
た
。
今
後
は
、
信
濃
川
の
治
水
や

利
水
の
上
で
大
変
童
要
な
ダ
ム
と

い
う
誕
識
に
立
ち
、
水
没
予
定
地

の
関
係
者
の
方
々
の
ご
理
解
を
得

な
が
ら
、
清
滓
川
ダ
ム
を
大
字
ニ

俣
地
域
と
湯
沢
町
の
発
展

・
振
興

に
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
る
か
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

国
・
県
の
動
向

国
は
、
生
活
再
建
計
画
の
検
討

を
最
優
先
し
、
生
活
再
建
計
画
案

づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
平

成
９
年
Ю
月
に
地
え
が
実
施
計
画

調
査
の
金
面
受
け
入
れ
を
決
定
し

た
こ
と
か
ら
平
成
Ю
年
度
か
ら
は

環
境
調
査
、
地
形
地
質
調
査
も
進

め
て
い
ま
す
。

新
潟
県
は
、
清
津
川
ダ
ム
対
策

協
議
会
が
策
定
中
の
地
え
案
の
提

出
を
待

っ
て
、
水
源
地
域
を
含
め

CI

三俣小学校体育館で行われたワークショップ
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清津川ダムの目的

0その 1
ダム上流域に降つた雨を下時的に貯留

することにより、下流のビーク流量を減

少させて、信濃川の決水被害を防止しま

す。

0その 2
本来、河川の流水ガ持つている機能 (用

水の安定取水、動植物の生息、舟運等)を

正常に維持するために必要な水量とし

て、日標水量が定められています。信濃

川の豊かな水は、発電、農業用水、水道用

水、工業用水などに利用されています力`、

近年の10年間で2回も渇水 (目標水量を

下回ること。)が発生しています。そこで、

渇水時に清津川ダムから河川に水を補

給し、河川の本来の機能を維持し、安定

した水利用を確保します。

流量の経年変化

◆

●

◆

◆

◇

●

◆

幸

◆

◆

◆

◆

◆

◇

◆

◇

学

◇

◆

◇

◇

◇

韓

鰺

◇

◆

◇

等

◆

◇

命

牟

ф

拳

等

◇

学

◇

幸

◇

韓

◇

◇

韓

◇

拳

拳

◇

◇

◆

φ

◆

◆

拳

尋

◇

◇

●

◆

◇

等

拳

寺

◇

彬

拳

拳

◇

◇

◇

等

等

◇
等

拳

議

拳

◇

◇

傘

等

会

拳

◇

等

◇

◆

◇

◇

攀

拳

等
会

議

◇

等

攀

拳

鰺

た
地
域
振
興
の
た
め
の
地
域
整
備

計
画
案
の
策
定
作
業
を
進
め
る
予

定
で
す
。

昨
年
Ｈ
月
１８
日
に
は
、
平
凸
征

夫
新
潟
県
知
事
が
歴
代
の
県
知
事

と
し
て
初
め
て
現
地
視
察
と
懇
話

会
を
行

い
ま
し
た
。
住
民
に
対
し
、

知
事
が

「清
滓
川
ダ

ム
は
信
演
川

の
治
水
、
利
水
の
面
か
ら
新
潟
県

に
と

っ
て
捲
要
で
あ
る
。
」
と
述
べ

た

こ
と
は
、
記
憶
に
新
し

い
と
こ

ろ
で
す
。
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清津川ゲム関連行政機関

H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 Hll

流量の単位は言/s。 小千谷地点での目標水

量 145∬ /sを H2と H6は下回りました。
拳鰺鬱等拳拳鬱舎◇準等拳韓◇等◇◆拳等拳●◆

清津川ゲムに関連する組織

r々⊃

名称 連絡先

国
国土交通省北陸地方整備局

清津川ダム調査事務所
石白   πL 85-5041

県
新潟県企画調整部交通・資源対策課

清津川ゲム駐在所
――之田丁    ¶185-5365

町
湯沢町

清津川ダム対策室
役場 2階 TEL 84-4788

名称 目的 構成

湯沢町

清津川ダム対策協議会

(昭和 47年 12月 5日設立)

ダム建設に関連する諸問題の検討を行い、対策

を請ずるとともに必要に応じて調査研究し、関

係機関こ折衝を行う。

三俣地域のうち 100戸の住民

清津川ダム対策特別委員会

(昭和 54年 9月 29日設置)
地元協議の円滑イしを図る。 湯沢町議会議員 8名

その他

清津川ダム対策連絡協議会

(昭和 50年 6月 6日設立)

水没予定住民の生活再建計画及び関係地域市

町村の開発計画・自然環境等についての調査研

究と関係機関との協議・連絡を図り、その対策

を樹立し、ダム計画の円滑な推進を図る。

湯沢町、津南町、中里村、川西町、

十日町市の市町村長、議会の議

長・主務委員長 16名

信濃川水系清津川ゲム利水

市町村協議会

(平成 2年 12月 4日設立)

ダム建設を促進するため、水源地域の実情につ

いての理解を深め、その振興策に協力する。

新潟県内信濃川水系周辺市町村

長 46名

中里村

清津川ダム対策協議会
ダム直下流の中里村への影響の調査、研究及び

対策の立案。

中星村議会議員及び学識経験者、

漁協、観光協会等の代表 13名

清津川ダム対策特別委員会 議会としての立場から調査、研究を進める。 中里村議会議員 8名
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所得税・住民税の申告
2月 16 か ら 3月 15日 ま で ｉ

，　
　
籐
定
申
告
Ｌ

星

記
萩
で

所
得
税
は
、
各
人
が
自
分
の
所
得

金
額
と
そ
れ
に
対
す
る
所
得
税
額
を

正
し
く
計
算
し
て
申
告
し
、
そ
の
所

得
税
額
を
自
発
的
に
期
限
内
納
付
す

る
と
い
う
制
度
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
方

が
申
告

し
な

か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告
を
す

る
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納

め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税
が

課
さ
れ
、
さ
ら
に
延
滞
税
も
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
告
書
等
は
、
役
場
の
税
務
課
に

も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
自
分

で
書
い
て
確
定
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

【問
い
合
わ
せ
】

小
千
谷
税
務
署

色
０
２
５
８

・
８３

・
２
０
９
３

住
民
彿
の
申
告

平
成
１３
年
１
月
１
日
現
在
、
湯
沢

町
に
住
ん
で
い
た
人
は
、
申
告
が
必

要
で
す
。
た
だ
し
、
税
務
署
に
平
成
１２
　

⑭

年
分
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
人
、

平
成
１２
年
中
の
所
得
が
給
与
の
み
で

年
末
調
整
済
み
の
人
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
（１２
年
途
中
で
就
職
・退
職
し

た
人
で
年
末
調
整
を
さ
れ
て
い
な
い

人
、
雑
損
控
除
、
医
療
費
控
除
等
を
受

け
よ
う
と
す
る
人
は
申
告
が
必
要
で

す
。
）

◆
申
告
相
談
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑
及
び
預
金
通
帳
等
口
座
番

号
の
わ
か
る
も
の

②
給
与
所
得
者
及
び
年
金
受
給
者

の
方
は
源
泉
徴
収
票

③
事
業
を
し
て
い
る
方
は
収
支
明

細
書
及
び
そ
の
資
料

④
不
動
産
や
配
当
所
得
、
そ
の
他

の
収
入
の
あ
る
方
は
そ
の
資
料

⑤
各
種
控
除
を
受
け
る
方
は
、
そ

の
た
め
の
領
収
書
や
証
明
書

⑥
農
業
所
得
の
あ
る
方
は

「所
得

の
お
知
ら
せ
」
（
ハ
ガ
キ
）

な
お
、
住
民
税
の
申
告
書
は
配

布
し
ま
せ
ん
。
必
要
な
方
は
お
送

り
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ

申告相談日程

ヤ
【問

い
合

わ
せ
】

税
務
課
住
民
税
係

色
Ｍ

ｏ
３
４
５
２

屁
壌
堀
円
覇
撃
闘
測
覇
喫
潟
遡
題
鴫
癌
藝
風
理

醒
輿
〕
瘤
蔵
弩
甥
隠
醒
甍
贄
腐
題
轟
諦
霧
自
啜

て
か
ら
、
相
談
会
場
に
お
い
で
く

寝
蔦
寝
譴
襄
藁
説
苺
現
腱
運

い
場

合
、
会

場

に

お

い

て

ご
自

分

で
し
て
い
た
だ
き
ま
す
ｃ

月 日 対象地区 時間 会場

２

月

16日 (金 ) 小原 。中子・―之町

9: 00

1

16:00

湯沢町役場

3階大会議室

19日 (月 ) 宮林・添名・駅通

20日 (火 ) 原新田 。原・上中

21日 (水 ) 田中・小坂・楽町

22日 (木 )

堰場・西原・谷地

税理士による還付申告無料相談 t

00

00

10

15

3階第 1会議室

23日 (金 ) 平沢 。滝ノ又・下中

i

16:00

9 00

3階大会議室

26日 (月 ) 戸沢・谷後・幅下

27日 (火 ) 七谷切・旭原・諏訪

28日 (水 ) 芝原・萩原・愛宕

３

月

1日 (木 )

栄町・中里・堀切

税務署による所得税・消費税申告相談
10100
1

15:00
3階第 1会議室

2日 (金 ) 八木沢 。古野 1・ 湯元

i

16:00

00

3階大会議室
5日 (月 ) 大島・古野 2・ 布場

6日 (火 ) 三俣 2・ 松川・滝沢

7日 (水 ) 三俣 1・ 土樽 。西中

8日 (木 ) 二居・岩原高原・西山

9日 (金 ) 浅貝・土樽スキー場 。下熊野   /
12日 (月 ) 上熊野・東電・石白・湯鉄神立  哲
13日 (火 )

全町

(上記の日に申告できなかった人)
14日 Ok)

15日 (木)
ヽ
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「日本の提案に基づき、2001年を「ボランティア国際年 (International Year Of Volunteers=IYV)」 とするこ

とが 1997年の国連総会で決まりました。今、身近な地域社会で、また国境を越えた国際舞
台で取り組まれる様々なボランティア活動は、よりよい社会をつくるための大きな力と

なっています。ボランティア国際年は、こうしたボランティア活動を盛んにし、活動に

参加しやすい環境づくりをするために世界中で取り組むキャンペーンです。

【問い合わせ】

2001年ボランティア国際年推進協議会 (IYV」 )

東京都渋谷区代々木神園町 3-l NY内 日本青年奉仕会気付
TEL 03-5453-2001 FんX03-5453-2505 ホームページ http 7'賄 WW.lyvj2001.org
. ■: || || |||― ||l  r l― |― |||||||||lilllll lI IIt'f:i■ |「 III I.|I Iilテ

='::ll l=!:|11'll ill:ヽ
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◇
滞
納
者
が
い
る
と
…

国
民
健
康
保
険
税

（以
下
、
「
国
保
税
」

と
い
い
ま
す
。
）
は
、
加
入
し
て
い
る
皆
さ

ん
の
資
産
や
所
得
、
世
帯
の
被
保
険
者
数

な
ど
に
応
じ
て
課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。
国

か
ら
の
補
助
金
な
ど
と
合
わ
せ
て
、
制
度

を
支
え
る
大
切
な
財
源
で
す
。

も
し
、
国
保
税
を
納
め
な
い
人
が
い
る

と
、
善
良
な
納
税
者
へ
の
し
わ
寄
せ
と
な

る
な
る
ば
か
り
か
医
療
保
険
制
度
そ
の

も
の
の
運
営
ガ
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま

い
ま
す
。

鬱
現
在
の
滞
納
者
へ
の
措
置

当
該
年
度
の
国
保
税
の
２
倍
以
上
の

額
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯
に
対
し
て
は
、

通
常
の
被
保
険
者
証
で
な
く
、
有
効
期
限

の
短
い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
や
「
被
保
険

者
資
格
証
明
書
」
を
交
付
し
、
国
保
税
の

納
税
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
は
、
湯
沢
町

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る
こ

と
の
証
明
で
、
医
療
機
関
で
受
診
し
た
際

は
、
一
旦
、
医
療
費
の
全
額
を
支
払

っ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

惨
今
年
４
月
か
ら

よ
り
厳
し
く
な
り
ま
す

改
正
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
法
に
基

づ
き
、
湯
沢
町
で
も
今
年
の
４
月
か
ら
は
、

滞
納
者
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な
措
置
を

と
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

滞
納
額
に
関
係
な
く
、
災
害
な
ど
政
令

で
定
め
ら
れ
た
特
別
な
事
情
以
外
で
、
納

期
か
ら
１
年
経
過
し
て
も
滞
納
し
て
い

る
世
帯
に
は
、
被
保
険
者
証
を
返
還
し
て

い
た
だ
き
、
被
保
険
者
資
格
証
明
書
を
交

付
し
ま
す
。

た
だ
し
、
滞
納
世
帯
に
次
の
被
保
険
者

が
い
る
と
き
は
、
担
帯
主
の
申
し
出
に
よ

り
そ
の
方
だ
け
の
被
保
険
者
証
を
交
付

し
ま
す
。

■
老
人
医
療
の
該
当
者

■
国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
第
５
条

の
５
に
該
当
す
る
者

・
乳
幼
児
及
び
義
務
教
育
課
程
の
者

国
保
税
を
納
め
な
い
人
に
は
、
法
律
に

基
づ
き
、
厳
し
い
措
置
を
と
る
こ
と
と
な

り
ま
す
ガ
、
納
め
ら
れ
な
い
特
別
な
事
情

が
あ
る
人
や
分
割
納
入
し
て
い
る
人
に

は
、
通
常
の
被
保
険
者
証
ま
た
は
短
期
被

保
険
者
証
を
発
行
し
ま
す
の
で
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
間
い
合
わ
せ
】

住
民
課

砒
８４

・
３
４
５
３

税
務
課

Ｌ
８４

・
３
４
５
２

納期から 1年経過すると
=:II■
■111■ ,1,IT111+■ 1,I:,● li ll■ 1●11:,,|,,II■ ■好:":埼イ,,

保険証の返還舎  ё
資格証明書の交付

６

６

国
風
浴
解
籍
際
鰯
槻
の

未

舶

は
あ
り

ま

せ
ん

か

湯沢町

滞納者

＾
０

O
へ
ｏ

線
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１
月
２２
日
、
一戸
籍
事
務
が
コ

ン
ピ

ュ
ー
タ
化
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
午
前
８
時
１５
分
か

ら
式
典
が
行
わ
れ
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
の
あ
と
、
池
田
祥

一
助

役
が
シ
ス
テ
ム
を
始
動
し
ま
し

た
。
（下
写
真
）

今
回
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
に

よ
り
、
証
載
事
項
が
項
目
化
さ

れ
、従
来
の
謄
本
・抄
本
と
比
べ
、

見
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

迅
速
な
発
行
が
可
能
と
な
り
、

皆
さ
ん
の
待
ち
時
間
も
短
縮
さ

れ
る
ほ
か
、
一戸
籍
の
事
務
処
理

ギ

に
要
す
る
時
間

の
短
縮
と
正
確

性

の
向
上
等

の
効
果
が
期
待

で

き
ま
す
。

（写
真
右
か
ら
）

機
器
納
入
業
者

富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
シ
丞
ア
ム
サ
ー
ビ

ス
僻

湯
沢
町
助
役

池
田
祥

一

新
潟
地
方
法
務
局
六
日
町
支
局
長

出
口
俊
明

湯
沢
町
議
会
議
長

山
本
邦
悦

（敬
称
略
）

ヽゝ

驚

と
汀
卓I

新
大
Ｔ
央

<奨学金貸与制度>
経済的理由により就学ガ困難な学生・生徒の方に、町の予算の範囲内で奨学金を貸与
する制度です。

【条件】

①湯沢田]に住所を有する方の子弟であること

②高等学校 。高等専門学校 。大学 。大学院・専修学校または各種学校等に在学し、他
の公的奨学金の給付または貸与を受けて三いないこと             ,
③世帯の前年の所得税の合計額ガ 50万円以下であること生。
【貸与額】

高等学校または専修学校の高等課程等…月額 20,000円
大学・大学院・短期大学・専修学校の専門課程等一月額 50,000円

【返還期間・方法】

貸与を受けた期間の 2.5倍の期間で、半年賦での返還 (半年毎の支払い)となります。
【貸与利患】

世帯の所得税の合計額が 30万円未満の場合 → 無利子
世帯の所得税の合計額ガ 30万円以上の場合 → 年利 2%

生活困難な世帯の児童・生徒の保護者の方に、義務教育に要する費用の一部を援助す
る制度です。
※奨学金貸与制度及び就学援助制度の利用を希望する場合は、3月 末日までに申請

書を提出してください。必要書類等詳しくは、学校教育課 (TEL 84-2211)へ お問
い合わせください。

ご
利
用
く
だ
さ
い

町
の
愛
郵
み
警
舜与
，と
鮒
郵
塵
輛
Ｔ

(6)



―
可

日

1Ю
月
か
ら

―
月
ま
で

の
児
童
手

当
が
、
２
月

１３
日

（火
）
に
指
定

ロ

座

に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。
確
誕
し

て
く
だ
さ

い
。

児
童
キ
当
は
、
生
活
の
安
定

と

次
代
を
担
う
児
童
の
健
合
育
成

・

資
質
向
上
を
目
的
と
し
て
お
り
、

そ
の
し
く
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
支
給
対
象

小
学
校
入
学
前
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
夫
（た
だ
し
、
所
得
が

一
定
額
以
上
の
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。
）

◆
手
当
月
額

第
―
子
　
　
　
５
，
０
０
０
円

第
２
子
　
　
　
５
，
０
０
０
円

第
３
子
以
降
１
０
，
０
０
０
円

◆
支
綸
誕
定
請
求
を
し
た
日
の
属
す
る

月
の
翌
月
か
ら
開
始
、
支
総
事

由
の
消
滅
し
た
日
の
属
す
る
月

分
で
終
了
し
ま
す
。
手
当
は
、
毎

年
２
、
６
、
１０
月
に
そ
れ
ぞ
れ
の

に
つ
一

前
月
分
ま
で
を
支
俗
し
ま
す
。

※
支
給
対
象
に
該
当
す
る
方
で
、

請
求
を
し
て
い
な

い
方
は
届
け

出
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
公
務
員

は
勤
務
先
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
共
ヽ
い
。

●
年
金
変
更
時

の
届
出

児
童
手
当
は
、
小
学
校
入
学
前

の
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
に
支

綸
さ
れ
ま
す
が
、
児
童
手
当
の
所

得
制
限
に
よ
り
児
童
手
当
を
覧
け

ら
れ
な

い
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
等

（厚

生
年
金
等

の
加
入
者
）
に

つ
い
て

は
、
そ
の
夫
の
所
得
が

一
定
未
満

の
場
合
に
限

っ
て
、
事
業
主
の
金

額
費
用
負
担
に
よ

っ
て
特
例
給
付

（児
童
手
当
と
同
額
）
が
な
さ
れ
ま

孝

ワ

。

会
社
等
を
逐
職
す
る
と
厚
生
年

金

の
資
格
を
喪
失
す
る
た

め
、
特

例
総
付
を
覧
総
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
資
格
喪
失
の
届
出
が
終

妥
に
な
り
ま
す
。
届
出
が
遅
れ
る

と
受
給
し
た
額
を
込
還
し
て
も
ら

う

こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
↑
■
江

意
く
だ
さ

い
。

ま
た
、
国
民
年
金
加
入
者
が
所

得
制
限
で
児
童
手
当
を
文
け
ら
れ

な
か

っ
た
場
合
、
途
中
で
会
社
等

に
就
載
す
る
と
厚
生
年
金
に
加
入

し
、
特
例
給
付
を
覧
け
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
改

め
て
誕

定
請
求
を
し
て
く
だ
さ

い
。

【
届
出

・
聞

い
合
わ
せ
】

福
社
保
健
課
福
社
係

ＴＥＬ

８４

・

４

５

６

０

該当者 費用負担

児童手当

被用者 サラリーマン等の厚生年金等加入者
事業主、

国、県、市町村

非被用者 自営業等の国民年金加入者 国、県、市町村

特例給付

被用者であって、所得制限により児童

手当が支給停止となる者のうち、一定

の所得未満の者

事業主

現
在
、幼
児
の
医
療
費
助
成
は
、

１
歳
児
と
２
歳
が
対
象
で
す
が
、

平
成
１３
年
４
月
１
日
か
ら
対
象

年
齢
が
拡
大
さ
れ
、
小
学
校
入
学

前
ま
で
と
な
り
ま
す
。

対
象
者
の
保
護
者
に
は
個
別

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
が
、
下
表
の

日
程
で
受
給
者
証
の
交
付
受
付

を
行
い
ま
す
の
で
、
申
請
を
し
て

対象 日時 会場

平成 7年 4月 2日～

平成 8年 4月 1日生まれ
2月 16日 (金 )

9100

1

17:00

保健センター

平成 8年 4月 2日～

平成 9年 4月 1日生まれ
2月 19日 (月 )

平成 9年 4月 2日～

平成 10年 4月 1日生まれ
2月 20日 (火 )

上記日程で都合ガつガないん 2月 21日 (水 )

対象年齢を拡大

蝦

く
だ
さ
い
。

【持
参
す
る
も
の
】

◆
交
付
申
請
書

（事
前
に

お
送
り
し
ま
す
。）

◆
保
険
証

【問
い
合
わ
せ
】

保
健
セ
ン
タ
ー

胆
８４
。３
１
４
９
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の
し
ご
と

が
Ｂ

Ｉ

■

日くや

ＴＥＬ
Ｍ
・
２
６
１
１

つ
い
に
や

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
、
管
財
課

の
番
ガ
。
で
も
、
管
財
課
な
ん
て
あ

つ
た

つ

け
？
と

い
う
方
も

き

つ
と
多

い

こ
と

で

し
よ
う
。

管
財
課
は
昨
年
４
月
か
ら
新
し
く
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
キ司
ん
で
字
の
ご
と
く
財
産
を

管
理
す
る
の
が
仕
事
で
、
今
ま
で
各
課
で
維

持
管
理
し
て
い
た
施
設

（例
え
ば
役
場
庁
舎

は
総
務
課
、
保
育
所
は
福
祉
保
健
課
、
学
校

は
学
校
教
育
課
、
共
同
浴
場
は
水
道
温
泉

課
。
）
や
町
の
有
す
る
土
地
を

一
つ
の
課
で

管
理
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
効
率
を
上
げ
よ

う
と
い
う
趣
旨
で
す
。

藍
の
倣
悪
触
η

①
観
霧
騒
懇

町
が
所
有
し
て
い
る
土
地
は
い
ろ
い
ろ

あ
り
ま
す
が
、
道
路
敷
や
駐
車
場
敷
あ
る
い

は
建
物
敷
な
ど
特
定
の
目
的
を
持
っ
て
い

【

る
土
地
で
は
な
く
、

特
に
利
用
目
的
を

持

っ
て
い
な
い
土

地

今
学
れ
を
普
通

財
産
と
い
い
ま
す
。
）
と
町
有
貸
付
地
を
管

理
し
て
い
ま
す
。

②
嬢
鐵
藝
癬

町
有
施
設
の
う
ち
、
役
場
庁
舎
、
保
健
セ

ン
タ
ー
、
町
営
共
同
浴
場
の
保
守
管
理
と
保

育
所
、
学
校
、
診
療
所
、
公
民
館
及
び
民
俗
資

料
館
の
大
規
模
な
修
繕
等
の
工
事
を
行
い

ま
す
。

こ
の
う
ち
、
皆
さ
ん
と
直
接
関
わ
り

の
あ
る
仕
事
は
、
町
営
共
同
浴
場
の
保

守
管
理
で
し
ょ
う
か
。
共
同
浴
場
は
、地

域
の
皆
さ
ん
の
憩
い
の
場
で
も
あ
り
ま

す
が
、
観
光
で
湯
沢
に
訪
れ
た
方
々
に

と
っ
て
も
そ
れ
は
同
じ
で
す
。
お
互
い

に
楽
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
な

が
ら
入
浴
し
た
い
も
の
で
す
。

最

藝

轟

韓

皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
土
地
っ
て
何
で
し
よ

う
か
。自
分
た
ち
の
生
活
の
基
本
の

一
つ
で
、

と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
よ
ね
。

国
土
調
査
係
で
行
っ
て
い
る
の
は
地
籍

調
査
で
、
皆
さ
ん
の
土
地
の
正
確
な
位
置
、

形
、
地
番
、
地
日
、
面
積
を
明
ら
か
に
す
る

「
土
地
の
戸
籍
調
査
」
と
い
う
べ
き
も
の
で
す
。

土
地
の

一
筆

一
筆
に
つ
い
て
、
そ
の
土
地

の
所
有
者
の
立
会
い
の
も
と
で
確
認
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
境
界
点
に
杭
を
打
ち
ま
す
。
そ
し

て
杭
を
打
っ
た

一
筆
ご
と
に
最
新
の
測
量

方
法
で
測
量
し
、
正
確
な
地
図
を
作
り
ま
す
。

こ
の
調
査
に
よ
り
精
度
の
高
い
「
地
籍
図
」

及
び
「
地
籍
簿
」
が
作
ら
れ
、
つ
〕れ
ま
で
の
登

記
簿
、
地
図
ガ
更
新
さ
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
、

現
地
で
の
筆
界
の
確
認
ガ
容
易
に
な
る
ほ

か
、
境
界
杭
が
な
く
な
っ
た
場
合
で
も
元
の

位
置
に
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の

で
す
。
湯
沢
町
で
は
、
平
成
４
年
度
か
ら
地
籍
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
４２
年
度
は
中
子
地

区
の
境
界
確
認
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

‐３
年
度
は
中
里
地
区
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

地
権
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。地

籍
調
査
は
、
町
が
す
べ
て
の
土
地

の
境
界
を
決
め
た
り
、
皆
さ
ん
の
土
地

の
所
在
や
形
状
を
調
査
し
た
り
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
が
所
有

す
る
土
地
の

一
筆

一
筆
を
ご
自
分
で
確

認
し
て
い
た
だ
く
調
査
で
す
。
今
後
、
係

か
ら
境
界
立
会
い
等
の
連
絡
が
あ
り
声

し
た
ら
、
小
」協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〉
く、ノ

昭和 42年に建てられた役場庁舎。33年の歳月を
経て、あちらこちらに修繕の必要な箇所が・・・。

一一

皆
さ
ん
の
生
活
に

一
番
近
い

役
所
が

「
役
場
」
の
は
ず
な
の

で
す
が
、
そ
の
中
身
は
意
外
と

知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
つ
学の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

各
課
が
自
分
た
ち
の
仕
事
や

新
し
い
事
業
な
ど
に
つ
い
て

ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。
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―
¬

銀
世
界

の
中
で
シ

ュ
プ
ー
ル
を

描
き
、
爽
快
な
気
分
を
満
喫
で
き

る
ス
キ
ー
。
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
人
気

と
相
ま

っ
て
、
ゲ
レ
ン
デ
は

い
る

い
ろ
な

コ
ス
チ

ュ
ー
ム
で
幸
や

い

で

い
ま
す
。
湯
沢
の
冬
、
ス
ポ
ー
ツ

を
大

い
に
楽
し
ん
で
、
健
康
管
理

に
努
め
た

い
も
の
で
す
ね
。

で
も
、
無
理
を
し
た
り
、
無
謀
な

滑
走
、
不
注
意
な
ど
か
ら
様

々
な

事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
代
表

的
な
も
の
に
「骨
折
、
捻
挫
、
切
創
、

打
撲
」
が
あ
り
ま
す
。

事

故
で

多

い
の
が
、
ス
キ

ー

ヤ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ

ー
同
士
の

街
実
や
単
独
で

の
事
故
で
す
。
頭

の

１７
）

を
打
ち
、
気
持
ち
患

い
と
い
う
症

状
に
始
ま
り
、
ひ
ど

い
場
合
は
意

識
不
明
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
最
近
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で

ジ

ャ
ン
プ
を
し
て
背
中
か
ら
落
ち
、

脊
維
を
圧
迫
骨
折
す
る

と

い
う

ケ

ー

ス
も

増

え

て

い
ま

す
。平

成

１３
年

十
月

の
湯

沢
分
署

の
救
急
出
勤

に

よ
る
搬
送

人
員

数
を
表

に
し

て

み

ま

し

た
。
今

シ
ー
ズ

ン
は
降
雪

が
順

調
で

お
客

さ
ん
も
多

い

よ
う
で
す
が
、
ヨ
に
よ
る

事

故
も
増

え

て

い
る
よ

う
で
す
。

参

シ
ー
ズ

ン
、
南
魚
沼

郡
内
で

発
生
し
た
童
大

事
故
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

■
屋
根
の
雪
下
ろ
し
や
、

誤

っ
て
転
落
し
た
。

元
亡
２
件

・
童
傷
９
件

■
除
ヨ
機

械
等

に
巻

き

込
ま
れ
た
。

童
傷
２
件

■
落
雪
に
よ
る
怪
我
。

童
傷
―
件

■
寒
さ
に
よ
る
事
故
。

元
亡
２
件

こ
う

し
た
事

故

の
際

で
も
、
救
亀
車
が
到
着
す

る
ま
で

の
痣
急
キ
当

が

童
要
と
な
り
ま
す
。
講
習

の
お
申

し
込

み
は
湯
沢

分
署

（ＴＥＬ
８４
・
３
３
７
７
）

へ
ど
う
ぞ
。

湯

け

る

1月 の救急搬送人数

住民 町外者 合計

急病 13 24 37

一般負傷
スキー関連 32 32

その他 9 15 24

交通事故 5 17 22

上記以外 4 1 5

合計 31 89 120

「力!T=卜∵Vィツ十―デ:'ンク19iキヤ千ツ■7は確.票に:締め,(
タンクを戻そうとした瞬間、キャップが外れて燃え盛る燃焼筒に 1

石油ストーブ。ファンヒーターなど暖房器具を使用するときは、次の点に注意しましょう。

■給油は必ず消火してから行う。■タンクのキャップは確実に締めてからセットする。

r→周囲は整理整頓。→小さな子どものいる家庭では、ガー ドフェンス等を取り付ける。

■ポリタンクは火の気の無いところに置き、多量に保管しない。

(魚沼消防本部 〉 TE[82-1211(3月 12日午後 2時からは、電L82-9119になります。)

住宅防火いのちを守るソつのパ年ン眸
建物火災による死者のうち 8割以上が住宅火災によるもので、

そのうち半数以上がが65歳以上の高齢者です。住宅火災の予防のため、

次の「 3つの習慣 。4つの対策」を心がけましょう。

0寝たばこは、絶対やめる。
●ス トープは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

●ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

●逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

●寝具や衣類からの火災を防ぐために、防羮製品を使用する。

●火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器を備える。

●お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

ノ

／

一
、

団
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2002 FIFA

～開催地住民販売チケット申込～

いよいよ2002年のワールドカップサッカー大会のチケット申込が開始さ
れます。新潟県在住の方は、一般販売の申込に加えて新潟会場の 3試合につ
いて開催地住民販売に申し込むことができます。
【開催地住民販売の申込受付期間】
2月 15日 (木)～ 3月 14日 (水)まで (当 日消印有効)
【開催地住民とは】

申込日現在、新潟県に在住している方

【注意事項】
◆         テケサ

`幸
込ガイトJにより、郵便で申し込んでいただきます。

◆お一人 l申込となります。(重複申込は無効。)
◆l試合につき、同行者分を含め 4枚まで購入可能。ただし、同行者も新潟県在住者でなければなりません。
◆昭和 57年 4月 2日以降生まれの方の申込には、親権者の同意が必要です。
◆上記に反した場合及び必要事項の記入漏れがあると無効になります。詳細は「開催地住民販売用チケッ
ト申込ガイド」をお読みください。

【申込ガイドの設置場所】

1湯沢町公民館 (開館時間は、9:00～ 20:00)
新潟県庁 6階ワールドカップ推進室
※一般販売、車椅子販売の申込ガイドについては、」AWOCチケットセンターにお問い合わせください。
【問い合わせ】

」AWOCチケットセンター TEL 03-3287-1199(月 ～金 /10:00～ 18:00 祝日除く。)
第一次販売チケットインフォメーション (24時間テープ対応)π[o180-993-531(携帯、PHSは不可)

|

第 7回「平削の日」
新潟の焦い

21世紀の幕開けを記念して、日本ベン
`フ

ラ

ブ著名作家によるリレートークが行われます。

日 時 :3月 3日 (土)13ЮO開演
会 場 :新潟県民会館大ホール
テーマ :平和の日に想う 21世紀・ふるさと・

みどり 。私たちの暮し

出 演 :米原万里 Vs西木正明
森ミドリVs新井満
俵 万智 VS赤瀬川隼
下重暁子 VS辻井喬

【申込】

往復ハガキの往信用に「平不日の日」参加希望、

住所、氏名、入場希望人数を、また返信用に

宛名B月記の上、下記にお申し込みください。

(無料、先着順。)

〒950-8570新潟県環境生活部文化振興課
TEと 025-280-5139

O

○ ○

O

° 農業用軽油の免税証の交付 °
農業用トラクター等に使用する免税軽油の購入
に必要な免税証を交付しますので、ご希望の方は

申請してください。

【交付日時】

3月 15日 (木 )。 16日 (金)900～ 1600
※時間内においでください。

【場所】           ,
六日町総合庁舎 2階・第 3会議室
【持参するもの】

①昨年に引き続き申請する場合
・免税軽油使用者証 (機械を買い替えた場合は機械
の所有証明が必要)
・耕作面積証明書 (農業委員会ガ証明するもの)
。印鑑 (共同で申請する場合lま全員のもの)
②初めて申請する場合
・機械の所有証明 (販売店等ガ証明するもの)
・耕作面積証明豊 (農業委員会ガ証明するもの)
。印鑑 (共同で申請する場合は全員のもの)
【間い合わせ】

六日町財務事務所課税課 (軽油引取税担当)
T[[72-2663
○ ○

準―客 $
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齋

【
痣
募
資
格
】

日
本
国
籍
を
有
し
、
２２
歳
以
上

２６
歳
未
満

（躍
和
５十
年

４
月
２

日
～
賭
和
５５
年
４
月
―
日
生
ま

れ
）
の
大
学
卒
業
程
度

の
学
カ

を
有
す
る
者
。
た
だ
し
、
大
学
院

修
士
課
程
修
了
者

に
つ
い
て
は
、

２８
歳
未
満
。

【
党
付
期
間
】

４

月

９

日

～

５

月

日

日

【
一
次
試
験
日
】

５
月
２６
日

（土
）

一
般
教
養

・
専
門

【
待
運
】

入
隊
後
十
年
で
幹
部

（３
等
陸
・

海

・
空
尉
）
に
昇
任
。

（大
学
院

修
士
課
程
修
了
者

に

つ
い
て
は

２
等
陸

・
海

・
空
尉
）

◆
昇
給
　
年
十
回

Ｐ
初
任
給
　
２‐
万
８
，
０
０
０
円

（大
学
院
卒
２３
万
７
，
３
０
０
円
）

◆
賞
与
　
年
間
４
．
鶴
ヵ
月

◆
そ
の
他
手
当
有
り

【
身
分
】

特
別
職
国
家
公
務
員

【
聞

い
合
わ
せ
】

長
岡
市
学
校
町
２

１
９

１
２６

自
衛
隊
長
同
出
張
所

ＴＥＬ

０

２

５

８

●

３３

・

０

２

５

６

【
募
集

人
員
】

―
名

【
載
種
】

商
工
会

一
般
載

【
痣
募
資
格
】

高
校
卒
業

（平
成
１３
年
３
月
卒

業
見
込
み
可
）
以
上
で
、
簿
記
３

級
以
上
の
資
格
及
び
普
通
運
転

免
許
を
有
す
る
年
齢
３０
歳

（平

成
１３
年
３
月
―
日
現
在
）
ま
で

の
者

【
綸
与
、
勤
務
条
件
等
】

商
工
会
職
員
服
務
規
定

。
給
与

規
定
に
よ
る
。

【
採
用
試
験
日

・
会
場
】

３
月
２
日

（金
）
ｏ
湯
沢
町
商
エ

会
館一
般
教
養
、
小
論
文
、
面
接

【
痣
募

・
聞

い
合
わ
せ
】

写
真
を
貼
付
し
た
履
歴
言

―
通

に
資
格
等
を
証
明
す
る
書
類
を

添
え
て
左
記
に
提
出
し
て
く
だ

共
ヽ
い
。

湯
沢
町
商
工
会

ＴＥＬ

８４

・

２

５

２

２

【
応
募
締
切
】

２
月
２６
日

（月
）

平成 13年度湯沢町臨時職員登録者募集

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

（
一
般

・
飛
行
要
員
）

湯
沢
町
商
工
会
職
員
募
集

募集職種 事務補助 保育士 給食調理員 保健業務補助

登録資格

高卒以上の学歴を有し、

平成 13年 4月 2日 時点

で年齢 18歳以上 49歳以

下

保育士資格または幼稚

園教諭免許を有し、平成

13年 4月 2日時点で年齢

49歳以下

栄養士の資格または調

理師免許を有し、平成 13

年 4月 2日 時点で年齢 18

歳以上 59歳以下

保健婦、助産婦、(准)看

護婦いずれかの免許を

有 し、平成 13年 4月 2

日時点で年齢 49歳以下

勤務場所 役場または町施設 町立保育所 町立保育所 保健センター

賃金月額
142,100円

(通勤費支給)

152,900円～

(通勤費支給)

146,900円～

(通勤費支給)

159,100円～

(通勤費支給)

福利厚生
厚生年金保険、健康保険、雇用保険及び労災保険については、法今の定めるところにより加

入 します。

雇用期間
5ヶ 月以内。ただし、J途要に痣 じて、|ケ 月離載 した後 5ケ 月以内の範囲で薙長する場合も

あります。

応募方法

市販の履歴書に所妥事項を記入 し、登録に捲要な資格証、免許証の写 しを添付のうえ、役場

総務課に提出してください。なお、再登録の方については、履歴書の写真及び資格証、え許

証の写 しは不要です。

募集期間
4月 から採用を希せ望する方は、2月 23日 までにお申し込みください。それ以外の方は、臨時

覧け付けます。

問い合わせ

その他

総務課人事給与係  TEL 84-3451
※登録者が多数あらた場合等、登録いただいても採用できないことがありますので、あらか

じめご了承ください。

※保健業務補助の職種では、検診・相談・訪聞等の補助をしていただきます。
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「
地
籍
調
査
」
閲
覧
中

平
成
Ｈ
年
度
に
実
施
し
た
地
籍

調
査
区
域

（添
名
、
中
子
の

一
部
）

の
地
籍
簿
等

の
関
覧
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

【
期
間
】

２
月
２十
日

（水
）
ま
で

（上
、
日
、
祝
日
を
除
く
。
）

午
前
９
時
～
午
後

５
時

【
場
所
】

管
財
課

（役
場

―
階
）

【
聞

い
合
わ
せ
】

管
財
課
国
土
調
査
係

砒
８４

。
２
６
１
１

※
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

「し

つ
こ
い
取
り
立
て
に
困

っ
て

い
る
」
「自
己
破
産
し
た

い
の
だ

が
」
「猪
義
を
貸
し
て
し
ま

っ
た
」

等
借
金
返
済
で
お
悩
み
の
方
、
電

話
で

の
無
料
相
談
を
お
受
け
し
、

法
律
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
相
談
日
時

。
電
話
番
号
】

２
月
２５
日

（日
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

砒
０
２
５
ｏ
２
２
９
ｏ
９
３
６
１

（当
日
限
り
）

※
相
談
は
無
料
で
す
。

【
聞

い
合
わ
せ
】

新
潟
県
司
法
言
士
会
事
務
局

ＴＥＬ

０

２

５

ｏ
２

２

８

●
１

５

８

９

長
岡
労
政
事
務
所

（長
岡
総
合

庁
谷
３
階
）
で
は
、
賃
金

・
解
雇

。

労
う
条
件
等
に
関
す
る
悩
み
ご
と

の
ご
相
談
を
お
党
け
し
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
相
談
時
間

・
電
話
番
号
】

月
～
金
曜
日

（休
日
除
く
）

午
前
８
時
３０
分
～
午
後
５
時
１５

分ＴＥＬ
０
２
５
８

●
３７

・
６
１
１
０

※
相
談
は
無
料
で
す
。

新
潟
県
高
船
者
総
合
相
談
セ
ン

ダ
ー

（新
潟
市
上
所
２

１
２

１
２

新
潟

ユ
ニ
ゾ

ン
プ

ラ
ザ
３
階
）
で

は
、
お
年
寄

り

や
そ

の
家

族

の

方

々
が
抱
え
る
悩
み
ご
と
や
趙
配

ご
と
に

つ
い
て
の
電
話
相
談
を
お

受
け
し
て

い
ま
す
。

【
相
談
時
間

・
電
話
番
号
】

月
～
金
曜
日

（休
日
除
く
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

ＴＥＬ
０
２
５
ｏ
２
８
５
●
４
１
６
５

※
相
談
は
無
料
で
す
。

一献
血
中
止
の
お
知
ら
せ
一

２
月
２０
日
に
保
健
セ
ン
ダ
ー
前

に
お

い
て
行
わ
れ
る
予
定
だ

っ
た

献
血
は
、
都
合
に
よ
り
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
　
　
・

【
聞

い
合
わ
せ
】

福
祉
保
健
課

ＴＥＬ

８４

・

４

５

６

０

い
路
ビ

―
月
２８
日
の

「前
原
医
師
退
職
」
の

記
事
中
、
お
お
前
は

「晃
」
の
誤
り
で

し
た
。
深
く
お
詫
び
し
、
訂
工
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ノ

ご
結
脩
お
め
て
と
う
ご
さ
い
ま
す

１
月
２５
日
　
峰
尾

（三
留
）

）

メ

ッ
セ

ー

ジ

）

お
誕
生
お
め
て
と
う
ご
さ
い
ま
す

１
月
１７
耐

　

高
井

有
稀
奈
さ
ん
　
（松
川
、
亮

一

は
る
か

１
月
１８
日
　

佐
藤

　

遥

　
さ
ん
　
（谷
地
、
和
也
・
ゆ
か
り
さ
ん
）

美
之
　
さ
ん
　
（
一
之
町
）

浩
子
　
さ
ん
　
（
一
之
町
）

明
る

い
家
庭
を
築
き
た

い
と
思

い
ま
す
。
今
後

と
も
よ

ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

利
江
さ
ん
）

多
重
債
務
１
１
０
番

労
働
１
１
０
番

固定資産課税ロ
ム療の縦覧

平成 13年度の固定資産課税台帳の縦覧

を次のとおり行います。ご自
ノ刀`の財産を確

認する大切な機会ですので、ぜひご活用く

ださい。

【期 PB∃】

3月 ¬日 (木)～ 21日 (水 )
(土＼日、祝日除く。)

8130´ヤ¬7:15
【場所】

税務課 (役場 2階 )
【問い合わせ】

税務課 TEL 84-3452
※本人の資産以外は縦覧できません。代理

の方は、必ず本人からの委任状を持参し

てください。

お
年
寄
り
の
よ
ろ
ず
相
談

鰺鯵のう霞鬱
4月届出ノ刀く 2月 1日現在 (前年比)

出生

死亡

転入

転出

５

　

４

　

７

26

男

女

計

世帯

4,460

4,615

9,075

3,147

(-42)

(+32)

(-10)

(-28)

(12)


